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太陽黒磯の観測法
太陽課幹事代理亀井壽彦

　　　　　　　　　　　　　　　（一一・）

　本誌観測部月報瀾の太陽課報告は，最初のうちは一頁の左孚分に報告を表

として，右孚分にはつまらなIO・一文を添えてゐましたが，観測報告者が次第

に増加して，駄文の領域が減少され，終に一頁が報告表をもつて鑑されるや

うになった喜ぶべき現象は，會員諸賢の既に御承知の通りであります．この

毎月の報告は假報告でありますが，本整理の時に，悪天氣のため等にて観測

者全部が歓測されてるて，その日の黒鮎の歌勢が不明の揚合などあbますが，

長年連綾観測の整理に於て，これは眞に造憾至極なことであります．

　近頃は以前に比し槻測者が割合に多くなってゐますので，この遺憾は一寸

なさNうではありますが，然しこれを以って二二を推して安心することはど

うかと思はれます．假りに朧を得て蜀を望むが人間心理の共通性でないとし

ても，　この遺憾に封ずる安全率を高めるためには必然的により多数の観測者

を要するわけであると誰でも考へるところでありませう．

　苺月の報告欄を一瞥すれば観測者分布の密度は關西地方が一番・大きV・とわ

かゆますが，これ位の密度をもつて日本の隅々まで槻三者が分布されたら…

…… Cと考へるのは絵りに慾が深v・と云ふよりも寧ろ夢に過ぎなv・ことかも

知れません．だが夢なら夢でもV・Sから，さうなった嶢のことを一度想像し
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てみて欲しV・と思はぬでもありません．

　現在，最も相離れた北海道と墓溝とに各一人目熱心家が健在なることは誠

に幸ひな次第ではあ’りますが，一人つつでは論りに少ないと思はれます．關

西以南及び四國，九州にも，もっともっと多くの観測者の活躍を望むのです

が，この感を一層深くする地方に關東以北と朝鮮とがあります．

　小望遠鏡を所持される各地の會員諸賢の熱心ある奮起を希望してやまなVb

次第であります．

　次に此の際特記しておきたいのは，故國を遠く離れた南米支部の勝浦茂雄

氏が観測に努力されてるることです．何分にも一ケ月以上もおくれて報告が

到着しますので，國内に於ける観測と共に同時に同月のを掲載しかねますの

で，後日まとめて報告するか又は良法でもないかと目下考究申です．

　毎月の報告原稿を書く度に私はより多数の観測者をとばかりに，密かに待

望してみるのですが，最近に至り槻測法等の質問が次第に多くなりましたの

で，編輯の方からの要求である所の，此後新に観測を開始せんとする會員の

ためへの槻測法を書くことを，出座に承知したのでしたが，考へてみれば詳

細なる槻測法は既に二，三回本誌に述べられてゐますし，報告原稿を私が澹

委してみるとは云へ軍なる一アマチュア1のこと故，十分なるものとしては

無理ですから，簡輩な観測法に私の経験や，記録整理中に氣のつV・たこと等

をも併せて書V・てみたV・と思ふのであります．

（二）

　これから高富を始められんとする方は，本誌奮號に記述されてるる次の二

つの観測法を是非一讃して頂きたいと思います．

　　（1）ラルフの太陽黒黒占二三と其の方法　　　　　　　山　本　一　清　博士

　　　　　本誌　第六巻第62號　（大正十五年三月號）

　　（2）太陽黒黒占槻測法（一）（二）　　　　柴田淑次氏
　　　　　本誌　第九巻第95號　（昭和四年二月號）　（一）

　　　　　本誌　第九巻第98號　（昭和四年五月號）　（二）

　（1）はラルフ，オルフア爾氏の槻測について精しく述べちれたもの，出歯

測後の整理等の時にも参照すべき鮎が多々あります．
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　（2）は黒鮎以外の太陽諸現象の観測法にも及んで詳細に述べられてみて，

初めて始めんとする人には手をとって教へられる感があります．

　私がこれから書かうとする方法にも勿論滲照して，この爾記事に教へられ

た所もありますから重複を発がれぬ鐵が多いかも知れませんが，これは前以

ってお断りしておきますe

　　　　　　　　　　　　　　　　（三）

　1　襯二三望遠鏡，その他

　太陽黒山の観測にはL三田観測「とし眼視観測「との二方法があります．前者

については前記柴扇島の槻測法中の記事に凡てを墨されてるますから，私は

後者についてのみを述べたいと考へます．

　眼幌観測は：更に，直視法と投式法とに分たれてゐます．直減法はサングラ

スを付けたアイピ1スを通して直接太陽像を見る方法で，投影法はサングラ

スを付けないアイピ1スにより旗大された太陽像を，接眼部の後方に置いた

白紙等に受けて一即ち投影して一その像に現れた黒黒占等を見る方法であ

ります．此の際は接眼部と白紙との距離を任意に攣えて心乱の大きさの太陽

像を投影させることが出來ますが，太腸像の直径を望遠鏡筒の樫よりも大き

くする揚合には，鏡筒の適宜の所にボ1ル紙等で鍔の如き影のものを取付け

ると，すっと見よくなipます．但しこれは屈折望遠鏡にのみ必要であります．

　三三観測でも投影観測でも，一瞥的にたじ漫然と太陽像を見たのでは大黒

黒占以外は見落し勝ちです．前者の時は視素読を一三に集中する回持で，部分

的に少しづN見るならば，小黒黙でも大抵見落すことはありません．忙しい

時など心落付かす急いで見ると立派に見える筈のものでも，見ないことがあ

りますから注意を要します．後者の揚合には白紙を僅か揺り動かすことによ

り，小さv・ものでも相智見得ると考へますが，アイピ1スについてみた小塵

の機大されたものを小黒瓢と聞違えることがあるも知れないと思はれますか

ら，この様な時には望遠鏡を少し動かしてみれば黒鮎は太陽像と共に動きま

すから判別は出盗る筈です．慣れたら左程むつかしくはないと思はれます．

　望遠鏡の大きさは，有名なラルフ，オルフア雨竜が3吋を使用し，我が太陽
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課の観測の標準になってみる三澤氏も73粍を使はれてるます．現在謡扇報告

されてるる方で改慰霊が最：大で150粍，伊達氏が最小で36粍とV・ふ具合です．

倍率の方では大橋氏の90倍が最大で，最小は杉本氏の40倍です・使用するフ

イピ1ス視界にもよりますが，60倍前後なら太陽像の全部を見得えますから

可成り好都合のやうに考へられます．口出と倍率とは攣心しなv・ことが絶封

的に必要とv・はれてゐます．長年の観測に誤差を生じさせなv・ためで，重要

なことですから特筆してkきます．私は最初の2年忌は手製の25粍，57倍を

使ってゐましたが，その後に55粍，64倍に攣更したのでしたがその三富らな

かったとは云へ，悪V・ことをしたと後悔してゐます．

　太陽黒鮎の二二に於ては望遠鏡は小さくとも，長年二二の観測により橿値

は比例的に層加するものですから，使用機がたとへ二二だからとて悲観は全

然無用です．取扱ひに億劫を感ずる程度よりも，簡軍に回忌に持出し得る大

きさの方が，毎日毎日の長年連績の鮎から考へて，寧ろ好ましv・と云ひたい

程です・この意味から考へて，黒瓢の槻測は小望遠鏡所持者によって活躍す

べきだと云ふ意義ある目詰と實行力とを持って頂きたいのであります．

　二七な望遠鏡があれば投影法により即時に観測は始められますが，もし直

視法による揚言はサングラスを必要とします．サングラスは強烈な太陽の光

線を直覗出來る程度に弱めるためのもので，アイピ1スに取付けるが普通の

方法です，その色にな幾種類もありますが，赤乃至黄色系統は燃えるやうな

赤熱感を朕に受けて親測の愉快さを削減します．青緑色系統なら，白味の多

V・氣持よV・太陽像になりますから二心に嫌氣を生じません．私は最初の1年

孚ばかりは，蝋蝿の焙で燃べた鼠子を紙1枚の間隔で他の透明硝子と貼合せ

た自作のサングラスを使用してゐました．これは二朱赤色で厭な感じでした

が，青緑色のに攣更した時の氣持のよさは今でも充分に記憶してゐます．

　サングラスの色の濃淡は着色硲子の田面をZド士卒剛こ磨く際の厚さの差に

よるものと思います・ZF行誌面にされてみるか否かと共に色の濃淡も大切な

事です．前者は市販話中に使用に堪えなv・ものはなv・とのことです。後者で

は淡色のものは眼を害する貼に於て危瞼があります．大壷低倍率には比較的

濃v・ものがよく，高倍率には比較的淡v・ものがよいと云はれてるますが，濃
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いものでも相馬なれたらよく見えるやうになるものと私は経験してゐます．

製作所にて十分に撰揮の自由をもたぬ私は，夏季tc肉眼にて太陽を見て，少

しも眩く感じない程度のものとして注文してゐます．

　反射鏡で直期する揚合にも勿論サングラスを必要とします．

　屈折と反射では糊測上凡ての黒占で何れが良好なりや，については私は試験

したことがありませんが，故中村さんは鍍銀なしの反射鏡の像は頗る清明で

あると云はれたさうであります．鍍銀された反射鏡ならロ径を小さく絞らな

いと，強烈な熱のためサングラスが破れて眼に重大なる結果を來すとのこと

です．

　かくの如き危瞼は屈折鏡でも50粍以上の時は件ひます・これ以下の口径で

は先づ安心してよいと云はれてるますが，私は夏季には一寸覗いては直ぐに

鏡筒を少し動かして難物鏡から光を外すやうにして十分注意してゐます．

　然し，サンダイアゴナルを使用するなら以上の危瞼はなくなるとのことで

す．50粍以下でも長年の連績観測には常用した方がよいと云はれてるます・

　2群と激との撒へ方，スケッチ

　黒鮎群と黒鮎敷とを激へる時は，どちらを先に激へてもよV・のではありま

すが，大抵先づ群が幾つと決定して後に黒部激が幾つと数へられてるるやう

です．三澤氏の予測の如く，群が南北いつれの李球に陣するかを決め，更に

各群の毎日の豊北の有檬を黒瓢激によって示す揚餅は，自然に群の決定が最

初に行はれるやうになるわけです。私は群が全部で幾つ，敷が全部で何個と

云ふ最も簡軍な糊測をしてゐますので，群と数とはどちらを先に数へてもよ

いわけなのですが，最初からの習慣で群を数へることを先にしてゐます．

　從って群の数へ方から先づ説明したいのですが，便宜．ヒ黒黒堅剛の敷へ方か

ら初めませう．

　黒鮎激の激へ方は，各群毎に激へる縞合にはその群に於て，叉太陽面に見

えてみる総数を激へる際に於ても，勝手に散らばってみるものにつき，…つ

二つ………と片端から簡輩に数へさへすればよVbのです．非常に接近してみ

ても，＝重星の分離の如く，それらの間に明かに一線が入って二つに分れた
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らそれは二つと敷へ，三つに分れたら三つと云ふやうに数へるのです．但し，

アンプラが雪雑に何個にも分れてみても，それを覆ふ如くにペナンブラによ

ノ癬

孝一下

り，取膿まれてるる時には必ず1個と激へなければ

なりません．例へば，第一圓の如き黒鮎が現れたと

しますと，これは當然1個に敷へなければなりませ

ん．但しこの際倍奉が小さV・とペナンブラの細V・線

の如き部分を十分に見得すして，2個だと感違いし

ないとも限りません．連績観測の揚合，口径や倍率

を攣更するのはよV・ことではありませんから，1個

か2個か疑問だからと云って，此の際特に高倍率に

より，疑問を明かにすることには賛成出來ません．連績観測に不攣常用して

みる倍率により最能力を獲揮するやう努力すべきです。遺憾なく助力を審し

て十分置る努力を彿つた結果，細V・ペナンブラは認め得す2個に見えた揚合

には，2に数へてもよv・と私は考へます．この黙につき誰にも意見を求めた

ことはありませんが，私はこんな考への下に私の観測を輝けてゐます．一寸

附記して無考に供したV・次第です・

忠欝欝叢濃鴨こ》
次に黒舗の熱方髄べます・ @　二二圖　黒鮎敷の数へ方は割合に簡軍でありま

すが，黒黒占群の数へ方は簡輩に行かない揚合があります・のみならす群の数

へ方は黒黒占敷のそれに比し甚だ重要でありますから大v・に注意を要します・

黒鮎の現れ方は一種複雑の様にはありますが，大著一定の形式を有ってみる

もので，長年の槻測都こは一群と激ふべきか或は二群であるのかの判断に，

何時も何時も苦しむ程の事はありません．然し何にでも例外はあるもので，

甚だ接近した二三などを一群と槻陣するやうな誤がなV・でもありません，要

するに常に充分なる注意をもつて親測する習慣さへっけておけば，度々誤る

が如きことはなV・と私は思ってゐます。
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　さて，出現の形式ですが，次の五つの型は英國天文協會で定めた有名なも

のであります．この型に從って観測されるのが最上と考へます．私も勿論こ

の型に從ってゐます．

　第・■型　一つ或はそれ以．ヒの小黒黒占の集ま才しるもの・

　　　　　襯測を十分入念に行はないと時に見落すかも知れない型です．

　第二型　二大目口が乱立してみるもの．

　　　　　爾黒黒占が大膿等しい時東方のものが大きい時，西方のものが大きい時等が

　　　　　あります，

　第三型　無口が蓮聾してみるもの．

　　　　　明かなる圭要黒酒のある場合と然らざる場合とがあります・第二圖の如き

　　　　　は此の型に属するものでせう・

　第四型　翠．濁なる大黒口占・

　　　　凄味の点字魎り全く一個の場合と，大黒黒占の附近に甚だ小さ）・黒黒占が附随

　　　　　してみる時とがあ1）ます・稀ではありますが肉

　　　　　眼でも認められる程大きいものの現れる事があ

　　　　　ります・第三圖は云ふまでもなく此の型のもの

　　　　　です．

　第五型　大黒黙が不規則に集ってみるもの・

　以上の五つの型のどれかに必ず當簸るやうに都合

のよV・黒黒占群ばかりが，常に現れるものでなV・事は

窯礎爆欝欝の五型癬にし静圖
　第四圖は赤道の南北に一群づN現れたと假定したものですが，これに似た

ものが現れると阿比であるのを一群と撒へる事がありますから注意を要しま

す．鼠銑群は大毒赤道に蚕飼乃至卒行に近VO小さい角度の傾きで現れるもの

ですから，此の鮎を念頭に持して正しく判蜥しなければなりません．

　最初は一寸むつかしV・事かも知れませんが，慣れたら割合に容易の様に私

は思ってゐます．

　新に槻弓を始められた下座にL群「の字を字義通りにしむれ■とかしあつまりi

とかに解写して，第一圖や第三圖の如きもののみが太陽面に只1個現れてみ

ると，これをL零群1個■と報告される方が時々ありますが，かくの如き際で

もL一群一個■と数ふべきであります．堕ち黒貼観測に於けるL群1の字義は
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L他のものとは無關係に凋立してみるもの「を表示する築庭でありますから，

複数でなくてもよV・わけであります．

　　　　　＠嘱、禽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤遁

鐙ρ
鯉
。

魅
鋤簾

苧・P圖

　もし太陽面に第二圖の如きもののみが現れ，てるたとするならば，L一一群八

側と数へます．もし第四圃の如きものが認められた時は，L二群二十個■と

激へます．

　黒黒占群と黒丸数の激へ方は以上で大艦おわかりのことN考へますから，ス

ケッチのことにつき一寸附記V・たします．

　黒瓢のスケッチは甚だ爲めになり，且つ攣化を記録する鮎に於てなかなか

面白いものですから，大いにおすNめV・たします．連績的にスケッチを行は

ぬにしても大黒貼群の出現の時には，誰にでもスケッチのしてみたいもので

す．然し連績的に長年つfけるためには相當の忽耐力をもたぬ限り，終に途

中で績かなくなります．連綾的にスケッチする時には，太陽を一定の圓にて

描きそれに位置を示すため三軍に黒黙を記入し，圓の外部に正確且つ精細な

スクツチを描かれたらよいと思います．精高なるスケッチの際には，群と激

とを数へる時よりも大きv・倍率を使ふ方が理想的ですが，然しスク’ツチ用の

高倍率も亦不攣であることを必要とします．

　第五圖は一友人から頂V・たスヶツチで本年2月5日に現れてみた大黒鮎群で

す．原囲は非常に丁寧，精細に米粒組織まで描かれてありますので私は額に

入れ机上に飾ってみるものです．印射すると浄写を随分害ふかも知れないの
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第・珊

　　　　　，鰍ジ嘆

縄㌃べ争
’6’すが，スケッチの好模範として掲げます．望遠鏡は11糎の反射鏡を僅か4．5

糎に絞り48倍を使ってゐますが，9時から11時まで實に2時間を要してみるだ

けあって，同日花山で撮影した鳥眞と比較して，甚だII｛確且つ精細を極めて

ゐます．

　3　白紋の親測，その他

　下下の三層観測をされる方は同時に白紋の連三半測をもされることを希望

します．白絞と云ふのは，太陽面以上に強く耀く雲に似た如き部分でありま

す．白紋は）6cl－i周縁に現れてみる時が最も見易く，中・央部にあるに時は見難

いものですから，普通には束邊に何個．西邊に何個と云ふ風に数へられます．

数へ方は大髄，黒鮎群の敏へ方と同じ要領です・

　白紋は大抵黒黙群と同時に，その周園に現れるものですが，必ずしもさう

でなく，白紋のみ蜀蜀に認められることもよくあります．がこれらの時でも，

黒黙出現の豫ll「の如く黒黙に先立って現れる事もあり，又黒黙清失後なほ存

在することもあります．

　1’1　Xtや黒黙の親測’雪；の他に，米粒組織や紅焔の，幌測がありますが雨者とも

特殊なもので，一般アマチュア1には行ひ難V・f碗測ですから，その方法につ

いては記述を省略いたします．
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　4観測の整理と報告

　黒黒占や白山の日々の攣化を見守ることは，確かに面白V・ことでありますが，

槻測をやりつ放しでは尻切蜻蛉になって，努力の結果を無意味に近いものに

してしまふ遺憾があります．ですから必ず整理しなければなりませんわけで

ずが，整理により新に又興味も湧v・て來るものであります，

　整理としては一般アマチュア1の親測では，所謂L相封激「を算出する位の

もので，甚だ簡軍であります．

　相封撒を求める式は御承知の通りの

　　　　R＝　10g　十　f

です．即ちRが相封激であって，9はその目に数へられた黒黙群の総数，fは

同時に撒へられた黒鮎の総画であります．此の式はラルフがL1個の黒瓢が生

じるよりも1個の黒画廊の生じる方が十倍の太陽活動量を要する「と假面して

作ったものださうです．群の敷へ方が黒黒占数の数へ方に比し甚だ重要で誤ら

ないやう注意を要すると前蓮したのは，観測結果をこの式により整理するが

爲めであります．

　此の式により毎月の相漸縮を求めてそれをグラフにて表はしますと，魚島

活動の清長を一瞥にて知ることが昏睡ます．更に他の観測者の相凱数を共に

表しますと，比較が出來て一喫興味深V・ものです．一一一一例として私の観測を第

六圖に示しますが，上はチウリヒ大鑑のオルフア氏の槻測で世界の標準にな

L　　豊紺帆
　　9艦2L‘　　　　　t？23　　　　　　　’92｛F　　　　　　）427　　　　　　 ‘？ユ？　　　　　　193”？33

　　　　　　　　　　第　六　圖　（太陽黒鮎相i封藪曲線）

つてみるもの，中は我太陽課の標準にしてみる三澤勝衛氏の観測，下が私の槻

測です．私はこれを晶晶に貼って毎月末にその月の相封激を記入してゐます・
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　他の擬測者の槻測と自分の観測とを比較する揚合には，その人の相封敷を

Rとして

　　　　R＝・k／Rノ

の式によりkを求むればよいのです．我が太陽課では三澤氏の一著を標準に

して各槻測者のkを算出してゐます．kは単果の群，撒の激へ方が同一形式

で正確である縮合は，導者の観測機械の大小，限の良否等に關する能率の差

異となるわけで，此の際は常にkの値が解く一定するわけです．然しこれは

理想であって，爾者共長年の熟練者であってもkの値は常に攣動してゐます．

これはその日のシ1イングの相違にも關係はしますが，群，激（主として群）

の数へ方に多少の差異があるからだと考へられます．とは云ふものの，kの

値の憂動を少くするべく出寄る限り注意し努力することは大V・に必要なこと

で，帰る程度までは長年の連績槻測の維験やこれ等の心掛の結果等が現れて，

大層一定して呵るものでもあります．

　次に報告の貼につき申します・

　御報告は必ずL花山天文壷太陽課「．宛に御願ひいたします．本誌の原稿締

切りは毎月末ですが，太陽’課のみは事情やむを得す毎月5日になってゐます

から，それに聞に合ふやう至急にお逸りして頂きたいです．

　報告用紙は各自が考案されて一定不馴の形式のものとされたら最も好都合

です・現在報告されてるる課員の過誤激は謄爲版刷IDの用紙を各自に作られ

てゐます．厚目の紙の表裏爾面を使はれてるる方もありますが，一面のみの

方がお互いによいやうに思はれます．

　報告用紙には時々槻測以外には全く何等の記入もなVのを受けることがあ

りますので，一ケ月努力の観測を籐りにも輕出してみるやうで，その心裏を

はかりかねる程のことが稀にあります．槻測三助を輩に報告すれば事足ると

いふ考へのみでなく，自分の観測の即値に敬意を佛はれて丁寧に保存される

のだから…………と云ふ氣持ちをもって，毎月同じ面倒ながら，年月，機械，

観測地，姓名等を必ず忘れないやう記入しておv・て頂きたいです．
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（四）

　以上の他に，黒黒占の維緯度の決定法やその他爾記述しなければならない問

題もあるやうに思V・ますが，経緯度の決定は前記の柴田氏の観測忌中に詳細

に述べられてゐますし，現在では，L太陽面経緯線圖「とV・ふ便利なものを太

陽課でお取次ぎしてみて，これにより手輕に決定されますので，凡て割愛す

ることにいたします．

　此の一文，最後に諌返してみますと，冗長，贅言の個所多く，順序に前後

もなく雑然たる記述になってゐますが，書改める嘱目もありませんし，一讃

して観測法の概略を全く得られない程でもなV・やうですから，勝手ながら要

不要の個所は會員諸賢の御一掃により取捨して頂きたく思v・ます．

　ペンを遍くにあたり，黒職糊掬網充實のため，各地に新なる観測者の績出

を改めて待望V・たします．（1933．5．31．）

奇抜　な　質問

　　　　　　　　　一花山天文葦ゴシップー

　天文豪を公開すると，きまって押し寄せる参観者の群の大部分は天文の知

識が殆んどない．だから此等の人々から獲せられる質問で説明者は大v・に弱

らされると同時に思はす噴き出す様なのが随分ある．今，思ひ出すま踊て，

共心の傑作を少し御紹介してみやう．

　」蛇と蛇遣ひ■と痴話書してある星座の額を見上げながら，閉じやあとじや

あちがびか！「と猫り記して行くのを，微笑しながら見逸ってみた三明者も，

L子午線館「の前で，しねうまのせんとはどんな線ですか？■と問はれて，眼を

白黒．

　L流星とはどんな種類の星が飛ぶのか？「はまだよVbとして，　L時刻を槻署す

る爲めの星には流星が用ひられるか？「にはグ1の音も出ません．

　一生懸命に恒星時の説明をした後で，しでは，恒星時で数へたら今日は何月

何日ですかザと問はれ，霜起を抜かれてみる最中，L恒星時が1日に4分進む

とは，デモ，ユツクりした時計やなあ！■で，汗だくの設明者完全にノック・

アウ5．


